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変容する附属図書館

銑 θc五α㎎ 吻 伽 餅 ∫吻 ∫f6γα四

福 井大 学と福 井 医科 大学が 昨年10月 に統

合して新 たに 福井大 学」となったのを機 に,

両附属図書館も 統合して,文 京 キャンパス の

総合 図書館 と松 岡キ ャンパス の 医学 図書館

からなる附属図書館として新生した。蔵 書 は

58万 冊ほどとなった。

つい蔵書数 に触れてしまうのだが,長 い間,

それ が図書館 の規模 と質 を示す指 標と され

てきた からで ある。とこ ろが近 年,大 学 図書

館 では,電 子 図書館 的機 能の充実度も 評価の

尺度 となってきた。デジ タル 時代における大

学の教育研 究の行く先を思え ば,避 けがたい

ことである。

附属 図書館 は総合 情報処 理セ ンター と並

んでIT技 術を真 っ先 に取り入 れて,大 学の新

たな学 術情報 基盤 の構築 に寄与 してきた こ

とは周 知のこ とであ る。その最 たるも の は,

電子ジャーナルとウェブベースのデータベー

ス の導入 であ る。導入 と言っ ても,実 際に は

これ らを提供 するサ ーバ ーにアク セス 出来

る環境 を整備 したというこ とである。

電子ジャーナルというの は,デ ジタル ファ

イル形 式 にした学術雑誌のことで,オ ンライ

ンで供給 される。Elsevier(ScienceDirect),

Springer,Blackwellな ど大手 の 出版社か ら提

供 さ れるも の と,ProQuestやEBscoの よ う

にアグリゲータ(aggregator)が 種 々の学術雑

誌 を集 めて,そ れをパ ッケ ージとして提供し

ているものがある。アグリゲータ系は電子ジャー

ナル の購 読料が単体で決め られている が,そ

れ以外 は,殆 どの場合,冊 子体 の購 読雑 誌と

の抱き合 わせ で電子ジ ャーナル の購 読料 が

決定される。現在,本 学で は両館併せて6,000

誌 ほ どの電了 ジャ ーナル が利 用 できる環 境

中 根 貞 幸

となっ てい る。外国学術 雑誌 の高騰 で,購 読

の継 続が難しくなってきている 中で,こ れ は

非常に有意義なことである。6ρ00と いうのは,

本学で購 読 してい る冊子 体の外 国学術雑 誌

数の7ゐ 倍 にも なるので,驚 異的な数で ある。

電了ジャーナル は,そ の迅速性,利 便性,省 ス

ペース性ゆえ に,イ ンターネット時代 におい

ては必要不可欠の存在 となった。電了ジャー

ナル の他 に,CA-on-CD,SwetScan,JDream,

PubMed,医 学 中央雑 誌 のような 学術デ ータ

ベ ース にも キャ ンパス 内の端 末か らはアク

セスできるので,是 非活用していただきたい。

総合 図書館 で は一般 市民 にも 図書 の閲覧

のみならず貸 出しも行うよう になった。より

開かれ た 図書館 を標 榜す る附属 図書館 の姿

勢の一つの表れである が,大 学構成員の利用

が優 先されるこ とは言うまでもな い。書庫の

狭隆化のため に,複 本を取り揃えておくだ け

の余裕 がないか らだ。図書館を地域 に無料で

開放できること は素 晴らしいこ とであるが,

プライ オリティ ーは考えねばならない。

学外 者へ の資料 の閲覧 供与 と貸 出しだ け

では十分な図書館 の開放 とは言えない。IT時

代 において は,電 子ファイルで広く情報を発

信 していかな けれ ば,真 の意味での 図書館 開

放 は実現さ れない。既 に,本 館 が寄託 を受 け

ている小島家文書はデジタル化され,パ スワー

ドを取得すれば6,000点 ほどの古文書 がブラ

ウザーで閲覧できるよう になって いる。本館

が所蔵 する 貴重資 料 は諸 権利 に抵触 しない

限り電子化して,広 く世界 に公 開していくの

が大学図書館としての社会的使命 であろう。

図書館との 関わ りで,私 は最近このような

経験 をした。あ る本 の翻 訳を してい た時 に,
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Z馳E1θ 〃2θη'α型 勘θ1伽g80欲 と 出会った。後

にアメリ カの英 語辞書 の代名 詞とも なった

NoahWebsterが 著わした綴り方教本で,出 版

後100年 で1億 部売れたというベストセラー

である。これは オGπα〃捌傭oα1伽 魏〃'θ(ゾ伽

Eηg1'訥五伽g〃αgθ(1783)と いう三部作の第一

部であ り,7加 オ〃2θ7∫cα刀勘 θ11加gβooんという

表題で 出版 され ていた教本の改訂版である。

こ れ 自体 は多く の大学 図書館 に所蔵 され て

い る。私 は元 の初版 を見た かった ので,所 蔵

をNACSISWebcatで 検 索して みると,No訥

〃セろ8'θアむ.4溺θrloα刀5ヵθ11加g800ん(1958)し か

ヒ ットしなか った。日本の大 学図書館で は7

館 しかこ の本 を所蔵 していないが,本 館 はそ

の 内 の1つ に入 っ て い た 。総 合 図 書 館 の

OPACで 配架場 所を調 べると,所 在 はすぐ に

見 つかっ た。古い本 だが,遡 及 入力 が済ん で

いたか らである。"ClassicsinEducation"と い

う叢書 に入っ ているからか,3門 の教 育に分

類 されていた。この本 に関心を抱 く多くの人

は8門 に配架 され ることを期 待する。このよ

うな場合,た だ語学 関係の書棚を 見て回るだ

けで は見つか らない。本の所在を調 べる時に

はOPACの 威 力は凄 い。と は言え,き ちんと整

理 されて 書架 に立ち並 ぶ本 の群れ を物色す

るの には別の魅力があり,こ れは捨てがたい。
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どのような手段であれ,探 している本 が見

つかる と,歓 びを禁 じ得 ない。まる で掘 出し

物 に出会ったような気分で,早 く 中を覗いて

みたい。Webcatの 書誌 情報 では,こ の本 はリ

プ リント版 と記されているが,眼 前にしてみ

る と,1831年 の236版 を縮刷 したファックシ

ミ リー版 だ と判 明し た。結 局 は,手 に取っ て

読 んで みない とど のようなも のか はよ く分

か らな いのが本 の宿命 である 。だか らこそ,

実際 に書物を保 管 している 図書館 の存在 意

義 があるし,図 書館 に足 を運 ぶことにも 意味

がある。

Zらd〃2εア'o砲5ヵε1伽gβooんの初期の版は 日

本 ではお 目にかかれないようだが,驚 いたこ

とにこの本の1800年 頃の版 が個 人のサイ ト

で公 開されていることを知った。検索エンジ

ンを使った ら,瞬 時 に見つかった。PatFlieger

という研 究者 が管理 するサイ ト(http://www.

merrycoz.org/)で ある。彼女 はこ の本 のすべて

をテキス トフ ァイル にして すべて 公 開す る

と共に,各 ペ ージ の画像も用意 してリンクを

張っ ているので,組 版ま できちんと確認 でき

る。前書き を読ん でみると,1831年 版 とは全

く異なる。

私 が感 心したのは,彼 女 が一字一句をすべ

て 自分で書き写していることである。このよ

うな古い書 物 には現 代のOCRソ フト といえ

ども 対応 できていないので,デ ジタル ファイ

ル にするには丹念に写すより仕方ないのだが,

そ の情熱 たるや並々なら ぬものがある。語学

系の古い本 には図表が多くて,そ の作業の大

変 さ を私 は よく 知っ て いる 。彼女 自身,7加

オ〃2θ7∫o翻5ヵθ〃∫〃gβooんの転 写には閉 口して,

二度とやりたくないと述懐している。しかし,

彼 女は 自分が初めて転写し,公 開できること

に喜びを感 じているようである。彼 女はそれ

以上 は言っていないが,転 写しながら読めば,

じっ くりと頭 に入るので,知 的な楽しみが増

すも のである。電子 的なコ ピーは簡単 にでき
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懇購鑛
るが,著 者 の思考を読者が 自分の頭の 中に簡

単 にコピーできるわ けで はな い。大切なもの

は苦労しなけれ ば手 に入らない。

このような学術的価値のあるものがインター

ネッ ト上の どこ にでも置 かれ ている わけで

はない。イ ンターネット にアクセスする環境

が大学 にあれ ば,無 尽蔵の情報 にアクセスで

きるので,図 書館 は不要だと思うの は錯覚で

ある。図書館 は多大な経費を費やして電子 図

書館的機能を維持し,有 益な情報世界へのポー

タ双 入 り 口)と なって いる。それ によって,

図書館 の利 用者 は簡単 に重要 な学術 情報を

得ることができるのである。

個 人でも これだ けの情 報発信 が 出来るの

であ るか ら,今 後,図 書館 が 自館 の資料 をデ

ジタル化して発信する には,資 料を画像 にす

るだ けで は十分とは言えない。Z加 オ〃2θ鷹 侃

勘 ε1伽gβo欲 にしても,字 体が古く,長 い6f)

が使 われていて,現 代の読者 には読みにくい。

その意味で転写は大きな助けとなるだろう(1831

年版 で はsに 標 準化 され てい る)。小 島家文

書が高い歴史 的価値を有 しよ うとも,多 く は

崩し字で書かれている ので,す らすらと読 め

ない ばかりか,現 代の読者 には判じものの連

続と映るであろう。も し釈文して現代の文字

で表されていれ ば,参 照したいと思う人が増

えること は確実である。ただこのような作業

は,専 門家の協力と館 員の粘り強い努力がな

けれ ば不可 能である 。図書館 は,大 学 の 中核

施設 として,個 人の努 力 に負 けない よう に,

デジタ ルア ーカイ ブの構 築 といった仕 事 に

も チャレンジしていかなけれ ばならない。

(好(鱈(螂(鱈(鱈

Z舵 オ〃2ε710α刀 βρε〃加gBooん

(c1800)の"Pre飴ce"の 冒頭 部分

で,執 筆 の趣 旨が述 べてあ る。

最 初 は読み にく いかも 知 れな

いが,読 み慣 れると違和感 がな

くなる。

附 属 図 書館 報 と し て,旧 福 井 大 学 に ば か

りん 」,旧福 井 医科 大 学 に ぱ はこ ぶ ね 」が あ っ

た が,大 学 の統 合 と 共 にこ れ らも 一 本化 して,

新 た に 図 書 館fbrum」 と し て 発 行 す る こ と に

し た 。"fbmm"の 原 義 ぱ 広 場 」で あ る が,日 本

語 の フォ ー ラ ム 」ぱ 公 開討 論 の 場)」 と い

う 意 味で 定着 して い る。こ の館 報 によ っ て 図

書 館 か ら発 信 を 行 う だ け で な く,学 内か ら 幅

広 く 意 見 を 寄せ て も ら い,図 書 館 活 動 を活 性

化 し て,図 書 館 が 新 た な 知 の 広 場 」とな る こ

と を 願 っ て い る 。"fbmm"と ロ ー マ 字 表 記 に

し た のも 原 義 の響 き を残 し た い か ら で あ る 。

本 学 は今 年4月 に は 法 人化 を 迎 え る が,そ れ

を 目前 に し て こ こ に新 館 報 を創 刊 で き る こ

と は喜 ばし い こ と で あ る 。

文 人GeorgeMikesは 図 書 館 の 思 い 出 に つ

い て 綴 っ た 一 文 で こ う 述 べ て い る 。"Iloved

it[theBritishMuseumLibrary],too,butsome-

howitwasnotquiteaswonderfUlastheLibrary

ofBudapestUniversitγAswithwomenwith

libraries:thefirstencounterhasaveryspecial,

inimitableflavour"-MironGrindea(ed.),Z乃 θ

五〇〃40刀五∫わ7αリノ(1978),p.41.誰 しも 母 校 の 図

書 館 に ぱ 非 常 に特 別 で,他 に は な い 味 わ い 」

を 覚 える も ので あ る 。蔵 書 数 が 多 い とか 立派

な 建 物 だ か ら とい う こ と だ け で は な い 。読 書

机 の 手 触 りや 窓外 に 見 え る 木 々,そ の枝 を渡

る 風,カ ウ ン タ ー 越 し に 見 る 館 員 の 笑 顔,厳

格 さ,優 し さ な ど な ど,色 々なも の が 醸 成 す

る 趣 き で あ る 。学 生 諸 君 の 福 井 大 学 附属 図 書

館 と の 出会 い にも,そ れ ぞ れ 独 特 の 味 わ い が

残 る こ とを 祈 りた い 。

(な か ね・さ だ ゆ き 附 属 図書 館 長)

一3一



福井 大学附 属図書館 報 圃書 師rum」No,1

〆 τ

医学図書館について
村 松 郁 延

医学図書館 は、 旧福井医科大学の附属図書

館 として 昭和55年 に開館 され,昨 年10月 の

統合により医学 図書館 に名称が変更になりま

した。現在,約116,000冊 の蔵書と3,756タ イ

トルの学術雑誌を毎年購 入しており,学 生,

教職員だけでなく,外 部の人々にも利用され

ています。最近3年 間の統計を見てみますと,

1日 の延べ入館者数 は約400人 に上ります。

これは単科大学,医 学部だけの松岡地 区とし

ては決して少なくない数です。研 究者 による

文献検索だ けでなく,学 生が医師国家試験,

看護師国家試験の勉 強の場として頻繁 に医学

図書館 を利 用して いるこ とがうか がわれま

す。これまでの関係者の努力で,2階 の机 は

勉強しやすいように配置換えされ,24時 間開

館が8年 前より実現したことも大きな要因と

思われます。

医学図書館 の入り 口正面には,日 展会員福

沢一郎氏寄贈の油彩画の大作 「ノアの箱舟 」

がかかっています。 医学部教職員および学生

諸君が,生命 に真摯に立ち向かうことを願って

描いてくださったも のと聞いています。医科

大学の時はこの志を反映し,初 心を忘れるこ

とのないよう,図 書館報 「はこぶね」を発行

してきました。「はこぶね」は大学 の統合 に

より廃刊 になりますが,新 しい図書館報にな

っても,医学部の学生は「はこぶね」と入学時

の志を忘れず,自 己に磨きをかけるよう勉学

に励んでもらいたいと思っています。

医学部では,平 成16年 度よりチュートリア

ル教育が本格 的に始まります。従来の座 学中

心でなく,学 生の 自主的学習が主体となりま

す。しかし,昨 年本学で行われた模擬チュー

トリアルを見る 限り,か なりの問題点を感じ

ました。それ は,議 論があまりに表面的なこ

とに終始し,テ ーマについて深く掘り下げる

ことができなかった と感 じたからです。チュ

ートリアル教育では,限 られた時間内に,い

かに深く,ま た多面的に学習できるかが成功

の鍵 になります。最初に,どのような情報・知

識を入手するかが,そ の後の展開を規定する

と言っても過言ではありません。情報 ・知識

の入手方法は近年大きく様 変わりしま した。

インターネットを用いると,誰 でも簡単に情

報を得ることができます。しかし,イ ンター

ネットの情報 はまだ不十分であることを認識

してください。大学では高度の知識と理解が

要求され,世 界的な視野で評価 がされます。

より深い学習には,図 書館で文献・教科書な

どを調べる 日常が必要不可欠なのです。 医学

図書館では,そ のた めに必要な学生図書をで

きるだけ準備したいと思っています。

研究 に必要な文献などの検索方法も様変わ

りしてきました。これまでの紙媒体 による方

法から,電 子データベースや電子ジャーナル

を用いた方法に変化してきています。医学図

書館 は平成13年 度より電子ジャーナルを導入

しており,各 教室か ら 自由にいつでもアクセ

スできます。平成16年 度からは,総 合図書館

と合同での導入が予定されています。既存の

概念,利 権にとらわれるこ となく,新 しいス

マートな大学そして図書館 として機能してい

くことが要求されます。しかし,図 書館 には,

図書経費の高騰、図書収納施設の狭隆化など,

直面する問題が多々あります。皆様のご協力

をお願いする次第です。

(む らまつ・いくのぶ 医学図書館長)
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《 学 生 に勧 める こ の1冊 》

冠 参 鱗 ・・聡ヂ勿甕@吻 方勤

伊 藤 勇

石田弼o。

暫号6細 ノ
メデでアo知
國噌蟷 刺卯「ヒ凸由レ}調3

メディア化した
世昇讐恥 罰1皐 ド

」∩■.r..」,幽 ■岬 ・■r■L¶凸噌■1■ 冒■
卜r7.暫 囑融,↓

最 近 読 ん だ 本 の

中か ら,石 田英 敬

著 『 記 号 の 知/メ

デ ィ ア の 知一 日常

生 活 批 判 の た め の

レッス ン』(東 京大

学 出版会,2003年

10.月 刊)を 勧 めよ

う 。 本 書 は,著 者

の 石 田氏 が 東 京 大

学の1～2年 次生を対象 に行なっている教養科

目「記号論」の講義をべ一スにまとめられた

もの。丁寧な解説が施され,ま た,絵 画や写

真,お 馴染みの広告やニュース番組などを題

材 に,具 体的な分析 が披 露され ているので,

初学者でも少し気合を入れればそれほど理解

に苦しむことはなく,面 白く読み進められる

はずだ。

本書が扱うのは,ソシュールやパース に始ま

り,構 造主義・ポス ト構造主義を経て,20世

紀後半の人文 ・社会科学に広範な影響を及ぼ

してきた記号論(記 号学)と いう知の世界で

ある。記号論 はも ともと言語学か ら生まれた

ものだが,今 や,人 間の文化や社会の営みを

理解する上で欠かすことができない知,現 代

の重要 な 「教養」 の1つ となった。本 書は,

著者独 自の構想の下で,今 日のメディア化した

世界を題材にした11の レッスンを通して,記

号論の魅力や切れ味を教えてくれる。

本書は,モノについてのレッスン(第1章),

記号と意味についてのレッスン(第2、3章),

メディアとコミュニケーションについてのレ

ッスン(第4章),〈 ここ 〉についてのレッス

ン(第5章),都 市についてのレッスン(第6

章),欲 望 についてのレッスン(第7章),身

体についてのレッスン(第8章),象 徴政治に

ついてのレッスン(第9章),〈 いま 〉につい

てのレッスン(第10章),ヴ ァーチャル につ

いてのレッスン(第11章),計11章 から構成

される。最初の3章 では,記 号論が成立する

歴史的根拠や記号論の基本視角 が説かれ,記

号論とメディア論の接点を確認する第4章 を

経て,第5章 以降の後半では,メ ディア化 ・

情報化した現代に特徴的・支配 的な記号・コ

ミュニケーション活動を題材にした考察や分

析が提示されている。

前半はやや難しいので後回しにして,第5

章以降で 自分が興味をひかれるところから読

み始めよう。例えば,現代の経済 ・消費生活に

顕著な記号活動である広告を取り上げ,モ ノ

に対するわれわれの欲望が広告の意味作用に

よっていか に誘発されているかを読み解く第

7章,君 が代 ・ 日の丸問題やサッカーのワー

ルド・カップを題材 に国民国家による象徴政

治を考察 した第9章,ニ ュース番組の分析を

通して,世 界のくいま 〉を作り出すテレビ記

号の働きを考察した第10章 など,ど の章も具

体的で示唆に富む。A5版 横組みで392頁,け

っこう分量があり,見 慣れぬ用語や概念も登

場するので少し手ごわいところもあるが,是

非全体を通読することをお勧めする。

本書全体を通じて著者 が明らか にしてくれ

るのは,「 意 味する動物」である人間 にとっ

て不可欠な意味環境が,今 や,様 々なメディ

アを媒介にした記号の働き によって強力かつ

一元的に組織されており
,そ れがわれわれの
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日常生活の 「自明で 自然な」前提となってい

るということである。その上で著者 は,で あ

れ ばこそ,そ うしたメディ アや記号の働 きを

理解 し,意 味環境の 自明性 ・ 自然性 を疑 い,

相対化 し,自 らの 日常生活を問い直す力

これを著者は 「セミオ ・リテラシー(意 味批

判力)」 と呼ぶ が、現代 人の 「教養」 と

して,わ れわれ一人一人にとってきわめて重

要になっているのだと言う。この主張にはま

ったく 同感 である。本書によって,学 生諸君

が 「意味批判力」の獲得にいざなわれること

を期待したい。

(い とう・いさむ 附属図書館運営委員)

冠11口1嚇.乱 董@砺 方ゆ

松 木 孝 澄

読書は 自分の知 らない入生を経験さぜてぐ

れ る最良の友 である。一 日十分間でも十五分

間でもよい,毎 日欠かさず 自分の心の糧とな

る本を読むことを習慣 として続けてほしい。

小説を含めた文学作 品には,私 たちが 日頃

接することのできない,多 様な考え方と生活

習慣をもった人 々が登場し,そ れぞれの生き

ざまを見せてくれる。そして,人 は一人で生

きているわけで はなく,多 様な人々と関わり

ながら生きていることを教えてくれる。生後

二十年程の比較的固定された人の環境での経

験 は,多 様な価値観や宗教観をも つ人 々で構

成される 国際社会をもちだすまでもなく,福

井市内や松岡町内です らパニックを起こしそ

う になった新入生 当時の 自分を思い出せ ば,

いかに乏しい経験と学習であったかを想像で

きるだろう。

ところで,自 分が読みたいと思える本を探

すことは結構骨のおれる作業である。そんな

作業を少しでも軽くしてくれる本として,出

版 当時からベストセラーにあるいは話題にな

っ た 日本 の名 著を,著 者 の視 点でま とめた

「あ ら ナじ で読 む β本 の名 著ノ小川 義男著,

楽書館(中 経 出版,2003年,1050円)が,中

学 ・高校でも話題 になっている。

漫画と違って 中高校生 には取っ付きにくい,

現世代より前の時代 に書かれた文学作品を原

著で読む生徒が格段に増えたという。

こ の一 文も 同様 に何

か の役 に立て ば幸い で

あ る。 も とよ り,限 ら

れ た字 数 で 多様 なニ ー

ズ に応 え るこ と はで き

な いか ら,眼 にとま っ

た 書棚 の 本 に注釈 を つ

けて参考に供したい。

■
叫
l
l

■
'
"

引
卍

..11

圃
.

'
.

」

一
三

旱

¶

舞
佛響

徽

「痴 呆 に なっ て しま え ば,本 人 は何も 分 か

ら ない のだか ら,か えっ て幸 せかも し れな い。

周 囲 は 困る だろ う け ど」 な どと いう 人 たち が

専 門家 と い われ る 人の 中にさ え,そ し て介 護

の 現場 にい るひ と の 中 にさ えい るの が 現状 で

あ る 。 そ こ で,「 私 は 誰 に な っ て い ぐ の?ノ

ChristineBoden著,桧 垣 陽子訳,ク リエ イ

ツ かも がわ(か も が わ 出版,2003年,2100円)。

40歳 代 半 ばま でオ ース ト ラリ ア政府 内閣省 の

高 級 官 僚 を 務 め た 経 歴 の
:卍`..

アルツハ イマ ー型 痴呆症

の病者 が,本 人 の立場か

ら感 情的,身 体 的,精 神

的な 世界の旅 を書き記 し

た唯一の書である。

」申

貼
匪

擢
」
な
う
τ
り
㌧
皿
7

■

7
,
心

囲
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「痴 呆 を生 きる と いう ことノ小澤 勲著,

岩波新書(2003年,777円)や πバグ デーショ

ンノナオミ ・フェイル著,藤 澤嘉勝訳,筒 井

書房(2001年,2625円)が 長年痴呆者の診療 に

携わった精神科医や長年介護に携わった看護

師の視点から書かれたいずれも 高い評価を受

けた良書とは異なり,病 者の視点から語 られ

ていることが新鮮な驚きとこの疾患 に対する

貴重な発見を我々にもたらしてくれる。

囲
卿静油ン

罫

團
「死にかたがわか らな いゴ柳 田純一著,集

英社文庫476(1997年,500円)。 慶応大学教授

を務 めた法医学者が東京都非常勤監察医の検

死メモから,さ まざまな人の生きざまを綴っ

たも の。記述が正確で法医学の入 門書として

も推薦 できる。「死 体は語るノ上野 正彦著,

文春文庫(2001年,520円)。30余 年の元監察

医(元 東京都監察医務院院長)に よる事件簿。

人生の表と裏をかいま見せる60万 部のベスト

セラー作 品。

死
に
か
た
が

磐

、

印
¶
鮎
.

わ
か
ら
な
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・
τ

コ
ロ
を

鞭

胆
出

苗

-
門

む

オ豊

「遺 伝 子 できま るこ と,き まら ぬこ とノ 中

込弥 男 著,裳 華 房(1999年,1575円)。 ヒト の

遺伝 につ いて の啓 蒙 書 を多 数執 筆 し てい る 著

者 の代 表 作の 一 つ。 あ なた の遺 伝 につい て の

疑 問 に答 えま す。 人 類遺 伝 学入 門書 と しても

最 適。「パ ッ チ ・アダ ム ス い ま,み ん な に

伝 え た いこ とノパ ッ チ ・ア ダ ムス,高 柳 和 江

著,主 婦 の 友社(2002年,1470円)。 ロ ビン ・

ウィ リ ア ムス 主演 映画 『 パ ッ チ ・ア ダ ム ス 』

のモ デル とな った 本 人 との 共 著。 そ のま ま福

井 大学 に は 当て はま ら ない と して も,こ ん な

風な 人生も あ る のかも しれ ませ ん。

1恕雛 露匡σ

「死 生 学 がわ か るノ アエ ラ ムッ ク,朝 日新

聞社(2000年,1260円)。2000年 前 半ま で の

こ の 主題 に 関 し て入 門 的 にま と めた 小 冊 子 。

こ の後も,日 野原 重 明 著 π生 きか た ± 手ノ ユ

ー リーグ(2001年 ,1260円)な ど多数 の本 が 書

店を 賑わ せて いる 。

閣

死生学が

(ま つき ・たかすみ 附属図書館運営委員)
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"麹 角軌聾1もた鄭

梅 田 博 之

強い印象を受 けた書物をあげよと言われれ

ば,た いてい,若 いときに読んだ本を上げる

であろう。私にとっても二十代前半に読んだ

遠 山啓著 の 「無 限と連続 」と吉 田洋 一著の

「零の発見」がある。 この書物 は無 限とはど

う考えるか,連 続性 は数学ではどのように扱

うか,と いうことを簡 明に述べてあり,一 言

で言えば,数 学 は公式を覚え,答 えを 出す学

問ではなく,考 える学問であるということを,

知 らされた最初の本であった。しかしこの本

は数年 間私の手元にあったが,そ の後とうと

うとして行方がわからず,時 々その所在が気

になっていた。

三十年後の本との再会

大学内において,わ れわれの研 究室のある

棟 は改修 工事が始ま り,平 成14年 の6月 頃か

ら平成15年2月 頃まで,何 箇所か に分かれて

他の場所 に居候する事 になった。実験装置や

器具類は専門業者が適宜に荷造りを行ってく

れるが,本 や研究資料、雑誌などは 自分でダ

ンボール詰めを行わなければならなかった。

指定の引越しの 日が迫ってくるが,授 業,会

議等で一 向に進まず結局本の分類どころか,

中身に 目を通す暇もなく引越し 日がきた。古

いダンボール に入っている本や資料 はそのま

ま荷物として,ロ ッカーやファイルキャビネ

ットをダンボールに移す作業は夜半まで続い

た。このような状況は,引 越し先で大きなト

ラブルを引き起こす原 因となった。たとえば,

必要とする研 究データや調査のための専門書

を見つけ出すのに,時 間がかかり過ぎること,

学生の要求する本類 が即時に提供できないこ

となど,わ れわれ教員 にとって専門図書か ら

引き離されたら,何 のカもないいか に弱い存

在になるかしみじみと実感させられた。

さて,悪 戦苦闘した8ヶ 月間の引越 し先か

ら元の居場所 に戻ることになったが,教 官室

は2/3に 縮小されていた。 当然,今 までの書

籍,資 料が入れる訳 がなく,整 理し,捨 てる

ことになった。30年 近く整理しなかった本を

取り出す作業が始まった。その 中に古い封筒

に丁寧 に封印してある書物 が見つかった。そ

れは岩波新書24冊 であり,長 らく探していた

「無限と連続 」「零の発見」も含 まれ ていた。

その本を手にし,懐 かしい気持ちと,夢 中で

読んだ昔の 自分 自身を思い出す瞬間でもあっ

た。遠 山啓著 「無限と連続」の 目次は第一一章

無 限を数える,第 二章 「もの」と 「はたら

き」第三章 つくられた空 間,第 四章 始めに

群ありき,か らなっている。著者 は次のよう

に述べている。"植 物が成 長するとき,幹 や

技 や棄が ますます複雑 に分 化して行ぐ±へ±

への発展と相並ん で,根 がますます増 中に.入

って行 ぐ 下へ 下への発展があるは ずである。

下への発展においては複雑 化よ クはむしろ単

純化の方が主導的になってぐる。 筆者は主 と

してこの方向への発展 とらえて,そ こ に使わ

れ ている論理をできるだけ平易 に,高 速写真

をゆっぐク映すような方式 で読者の磁に礫 ク

広 げよ うと想った。"さ らにこうも書いてい

る。"音 符が読めなく とも,感 受性さえあれ

ば,優 れた音楽の鑑賞家になれるはずである

から,た とえ,作 曲家や演奏家になれないと

しても,数 学を 「鑑賞する」ことはできる。"

こ の言葉 は20代 前 半の私 にとっ て勇気100

倍,数 学の勉強のきっかけをつくってくれた。

吉 田洋一著 「零の発見」の改訂版は,数 学

の生い立ちについて書いてあり,連 続性の 問
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題を 「直線 をきる」ことから説き起こしてい

る。特 に超越数としての円周率 πを題材 に無

限小数と無限級数の関係 を,歴 史的逸話をふ

まえて,い かに先人が「数」を作り出したか,

簡明な文章で書いている。注 目にあたいする

のは,円 積問題(円 の面積と等しい面積を有す

る正方形の作図問題)を とり上げ連続性や,群

について書いている。 円の面積が πのとき正

方形の一辺 は,円 の直径からその1/9を 減じ

たも のを正方形として与える。これは 円率 π

が近似的に、(22/9)2=3.1604… に等しい。

この円積問題 は連続性の概念へと展 開されて

いる。まず,最 初に円に内接する正方形から,

つぎにこの正方形の各辺を底辺として,円 の

上に頂点を有する二等辺三角形を描いて,こ

の 円に内接する正八角形をつくる。またさら

に,こ の正八角形の各辺について上と同様の

ことをおこなえば,今 度は円に内接する正十

六角形が 出来上がる。この方法を続けて行え

ば,え られる 内接正多角形 の面積 はしだい に

増大して,円 の面積 にどこまでも近づく。こ

れは直線の連続,し たがって実数全体の連続

の概念である。

入試問題の新聞記事余話

ある新聞に次のような記事が掲載された。

一 出題 に新潮流:〈 円周 率が3 .05よ り大きい

ことを証明せよ>2003年 東京大学前期入試

の試験問題一 この記事 には,出 題者 の談話

として 「考え方をみたい。試験問題は大学が

発する最大のメ ッセ ージだ」,大 手予備 校の

談話として 「入試 問題 に新たな流れができ,

その一つに思考力 重視 があ げられる」。さら

に新 聞記事は答えとして"円 に内接する正八

角形,あ るいは正十六角形を考えれ ばよい"

とコメントがあったが,翌 朝の朝刊で"円 に

内接する正二十四角形を考える"が 正しい

と訂正した。

さて,考 え方 をみた い,と することか ら,
"円 に内接する正八角形

,あ るいは正十六角

形"を 書いて考えることを一つの答えとし

た受験 生 には,点 数 が与えられ たのだ ろう

か?ふ と余計なことが頭を横切った。

(う めだ ・ひろゆき 附属図書館運営委員)
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写真で見る 1墨

1

、

己
「
凸

～

凸

^

,

㍉

1▲
㌧総

大学の正 門からメイ ンストリ ート に沿っ て100mほ ど進 むと13階 建ての校舎 があ り,

左 手方 向に見える 大きな樹木 に囲まれた3階 建 ての建物 が総合 図書館です。
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饗

」
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噸
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図書館では,学習に必要な資料が開架されているのはもちろんですが。学習を援助す

るためのいろいろなサービスを行っています。それでは早速総合図書館をご紹介 し

ましょう。

11囑 帰.
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館
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日

も
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書
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図

ポ

後

中

却

入 り 口を 入る とゲ ー ト があ りま す。ゲ

ート は 二つあ り ます が ,左 側 か ら入 っ

てくだ さいよ右側 は出 口専用 です。)

出 口で は,貸 出手続きを忘れた場合ブザー がな ります のでご注意ください。
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【ホ ール 】

こ こ に は,パ ソコ ンや ビ デオ が並 んで い

ま す。パ ソコ ン はイ ンタ ーネ ッ ト に接 続

されて いて,ネ ッ トサーフィンや蔵書検索,

電子メール等いつでも 自由に利用できます。

¶-Ll'oゆ ・

欄 ■隔'噸 隔臼

-一■幽'」 一

駄 》轟 ヲ ニ'
':

.:`
,Ll

轟'」h・ 曹

轡 ∠ 一・い 『 一
・閲 ■-L卜

哨A"■'

診ド

'

年㌔

、

∴

」

隊

㌔

ビデオ は,1階 の視聴 覚資料 室や2階 のマルチメディアコ ーナ ーで視聴する ことも できます。

資料 をコピ ーした い場合 は,コ イ ン式の複 写機 があ ります。

ただ し,著 作権 法を守って利用 して くだ さい。

』 謹 …

浦
」1塾諦 "L互

鞘

義1
`、 ・.馴:1'

縞 ・il「妄

7",

'■ 昌-
.

規
1

【カウンター】

利用者の皆さんとの窓口です。

資料の貸出はもちろん,図 書館の利用方法,

本学に所蔵していない資料の複写依頼な

どなんでもご相談ください。

図書館で借りられる資料の冊数と貸出期間は,以 下のとおりです。返却期限を過ぎると貸出停止

というペナルティ(罰 則)が 与えられますから注意してください。

資 料
期 間 冊 数

通 常 休暇(作 業)期 間

図 書 2週 間
休暇開始1週 間前～

終了1週 間後
10冊 以 内

視聴覚資料 1週 間
5点 以 内

(6点 以上がセットの場合は5点 と見なす。)

教 科 書 3日 間 3冊 以内

教 養 雑 誌 1週 間 3冊 以内
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【自動貸出返却装置】

平成15年 度に導入された 自動貸出返却装置では,画 面に表

示されるメッセージにしたがって操作することで,図 書の

貸出や返却ができます。

ただし,視 聴覚資料や教養雑誌などはカウンターで手続き

をしてください。

【視聴 覚室 】

廊 下の奥 にあ り,大 型テ レビや ビデオ レ

コ ーダ が設置 されて います 。こ こで は海LI

外 の衛 星放送な ども視聴 できます。
～

1

,■

1'1

..濯 闘一

一
ヒ」...

Il鞠

爵
7

[

讃

.

図書館 のホー ムペ ージで は,利 用案 内,蔵 書や 各種 の

文 献デ ータベ ース の検索,電 子 ジャ ーナル の閲 覧,有

用なWebペ ージへのリンク等や 情報への窓 口ともな

って います。

.艸

心

賭『
一

_._.¶A-'

.'

1
.㌦

㌦L

l:一'汁 ・

ド1';1'

【郷土資料室】

福井県に関する資料を配架しています。

県内の市町村史等もここに保管されて

います。

この エレベー タで2階 や3階 の閲覧 室にい けますが,

健康と節電のためなるべく階段を利用しましょう。
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2階 には,国勢調査報告書や各種統計書,新 聞の縮刷版等が配架されています。

2階 のロビーには,大 型テレビが設置

されています。海外の衛星放送を視聴

できます。また,英 語や 中国語の新聞

もここに配架されています。

ここで は,海 外衛星放送 やビデオ,CD等 の視聴ができ る個人ブース があるほか,イ ンターネ ット

に接続されたパソコンも 自由に利 用できます。

【雑誌コーナー】

最新の学術雑誌や教養雑誌を配架しています。借り

ることができる雑誌 にぱ 借りられます」シールが

貼ってあります。

国勢調査報告統計書等が配架されているコーナーには,

小 中学校の教科書も配架されています。きっと皆さ

んが使った教科書もありますので,ぜ ひ一度探してみ

てください。
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【特殊資料室】

永平寺の開祖である道元禅師に関する資

料を集めた道元文庫や小島家文書などの

コレクション,お 雇い外国人として来福し

たグリフィスの関係資料,与 謝野晶子と同

時代に活躍した歌人山川登美子の関係資料,

幕末の歌人橘曙覧の短冊,福 井藩主松平慶

永 春岳)の 掛軸など貴重な資料を配架し

ています。

「

昭和12年 に発行されだ 橘曙覧翁七十年祭記念維葉書」

などもあります。

3階 への階段を登ると,踊 り場に奥越の山々をかいして望む自山連峰の写真があります。

一

Fヒま

催

.Il

■=
,辛 一

ロビー には,そ の 日の新 聞 朝 日,読 売等主

要全 国紙,福 井新 聞,県 民福井 等)を 配架 し

ています。

匡

し毒

■

.」
°旧

【ハ～

◎

.湘

【参考図書室】

ここには,百 科事典や英語やドイツ語等の

言語辞典,各 分野の専門事典やハンドブッ

クなどを配架しています。

ここの資料は,館 内で利用するだけで借り

ることはできません。

.1一 一 下「噛
'i

`ll.1.・-lrr}

.叱.

、.,・… °'"

、岬

1-1

キコ リ　

'監 」臣:

旨

一⊥_

'

喝:1"_ご

1;
則,∫'

燗■ 巳1

ゴ嬢 ゴ

,甚 構,・

㍗
案 1

■
■園
旧ー

「

一14一



福 井大学 附属 図書館報 圃書1跡rum」No.1

,/
一 噌 ・_」 一

識 遡蝋鯉恥 で1細]

肇 講畏 ポ目謄㌔

、

1

【閲覧室】

学習に必要な図書が配架されています。

内容の主題ごと(日本十進分類法NDC)

に配架しています。

また,こ の部屋 には蔵書検索用のパソ

コンもあります。

図書館にある資料は,ここで紹介した各部屋に配架されているものだけではありません11

【書庫】

製本雑誌や古くなって利用頻度が

低くなった図書が中心ですが,好

日文庫という国語学関係のコレク

ションや歴史的に貴重な資料も保

管されています。
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製

書庫へ は,1階 カウンター前の入 口から入室します。

ただ し,か ばん等 の持 ち込み は禁止 されてい ます ので注意願

います。

いかが で したか?

写真だ けではわか らな いと思 います。ぜひ 直接 図書館 へ足を運 んでください。お待 ち し

ています。また.実 際 に図書館 を利用 して気がつ いたことや,ご 意 見ご要望などがあ り

ま した ら。館 内にあるご意 見箱 に投書 していただくか

service@kdrinOO.刊ib.f"k"i-U.dC.jpヘ メール してください。
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吾輩の医学図書館潜λレポート
降 尋

吾輩は医学図書館周りを巡回する猫である。

鯵
毎 日毎 日昼も 夜も 図書館を利用する人た ちの出入 りを見ていると,吾 輩も ちょ

っくら覗 いてみた くなったんで,先 日図書館 員の 目を盗んで潜入 したんだ にゃ。

以下は吾輩 の突撃レポートにゃ り。 是非 目を通してみてくれにゃ り。

11ド1
㌔＼/

① 玄関を入ると右手 にカ ウンタ ー,左 手 に情報検 索コーナー,そ して 目の前

には 自動入退館装置。まず は,学 生証を入館ゲ ートに通すだ にゃ。 図書館利

用 の第 一歩 にゃ り。

※カ ウンタ ー

図書館 職員がいる ので,図 書や雑誌のあ りか がわからない,コ ンピュ ー

タ がうまく使えない,ま た また蛍光燈が消 えて るんだけど,っ てなこ とま

で,と りあ えず何 でも言 える場所。気軽 に話 して みるだ にゃ。

※情 報 検 索コ ーナ ー

医 学 図 書 館 の ホ ーム ペ ー ジ か ら,デ ー タ ベ ース を利 用 し た り,電 子 ジ ャ
ーナ ル をダ ウ ン ロ ー ド した り

,調 べ も の がで き る ん だ にゃ 。

※自動入退館装置

医学図書館は,手 続きをすれば夜間の特別利用ができる。そのためにも

入退館装置が必要なんだにゃ。

② 入 館 ゲ ー ト を 通る と正 面 は雑 誌 閲覧 室 。 お っ とそ の入 口付 近 にOPAC

(オ ーパ ック)と呼 ばれる 医学 図書館蔵 書検 索用パ ソコ ンが2台 並ん でいる のを

確認する にゃ。

さて,雑 誌 閲覧室 に入るだ にゃ。

※OPAα オーパック)医 学 図書館蔵書検索用パソコン

図書名 や雑誌名を入力す ることでその資料 が医学図書館 にあるのかな い

のか,あ るんだ とした らどこ にある のか がわかる。

画 面の「 目録検 索」を実行 して,キ ーワードに何か入力 してみるだにゃ。

「一 覧表示 」をして,雑 誌 の所蔵 が

〔 図 書 館1998-2003/21-25,26(1-5)・

になっていれ ば,こ の発行年 のこ の巻 号の雑誌 がある,っ てこ とにゃ り。
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③ 雑誌 閲覧室 に入る と右手 に閲覧席,左 手 に電動書架 がず らり。

さ,目 指す雑誌を探してそろりそうり … 轡 曽

※雑誌

入 口側 の書架 には,和 雑誌(日 本語 で書かれ た雑誌)が 五 十音順 に,奥

の書架 には,洋 雑誌がアルファベット順 に並んでいる。

電動書架 の1列 目か ら正面の書架 は,今 年発行 された新しい雑誌 にゃりよ。

さ らに今週受入 れた 最新 の雑誌 は正 面のブ ックトラ ック に並んでい るか

ら要チェック!

〈ここで注 目!〉

この1階 にあるの は1987年 以降 に発行 されたも の。それ以前のも の は2階 。

ない～!1っ て 叫ぶ前 に発行年を確認してみることだ にゃ。

④ 目指 す 論 文 ゲ ー ッ ト!コ ピ ー し た い と 思 っ た ら …

※文献複写

校費による複 写は雑誌 閲覧室つきあた りの複 写機,カ ラー複 写機が使 える。

私費 による複写 は,カ ウンター 隣の複写室でコピーができるんだ にゃ。

〈ここで注 目!〉

た ・だ ・し,著 作権 法 によ り,図 書館 でコ ピーでき るも の は図書館 の蔵

書 に限るこ と(ノ ート類 はだ めだ にゃ!),そ れ から,必 ず 申込書 を書くこ

と(図 書館員がチェックする にゃ!)に なっているか ら,お 忘れなく。

以 上,図 書 館1階 の 潜 入 レ ポ ー ト だ っ た に ゃ り 。 次 は い よ い よ 禁 断 の2階

へ … っ て 違 う か 。 赤 じ ゅ う た ん の 階 段,爪 で ひ っ か か な い よ う に気 を つ け

な い と にゃ 一 。

1ミ炉

⑤ はい,こ ち ら2階 にゃ り。

階段を 上がる とすぐ右 手が 図書閲覧 室入 口。左 手が参 考図書 室,口 の前の

ブラウジング ・コーナーで は皆さん気分転換ってとこか にゃあ。

※ブラウジング ・コーナー

教養雑誌,新 聞,教 養 図書が置かれている んだ にゃ。学 問も 大切だ けど,

今 、世界 で何が起こって いる かも 知ってない とにゃ 一。井の 中の猫っ てか。

あ,こ りゃ また吾輩 と しては低 レベルな しゃれ ときたも んだ。 情報検 索用

パソコンもある にゃ。
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⑥ まず 図書閲覧室へ と。

さっき,OPACで 図書を所在表 示し てみる と,「2F図 書 閲覧室」っ て

出た のがこ こだ にゃ。 いや ～ なん だか 図書 がぎっ し り。 探 すの 大変 そう だ

にやあ ～。

図書 閲覧室の中は,手 前 が一般教 育図書,向 こ う側 が医学 関連分 野図書。

本 の並び方 は,「 図書分類 」に従っ て左 上か らVV＼ 並んでいるんだ にや。

「図書分類 」は書架 にはりつけてある にゃ。

※図書分類

医学 関係 はQH→WZま である。例 えばQSは 人体解剖 学,WAは 公 衆

衛 生って感 じだ にゃ。(WY(看 護 学),WZ(医 学史)は 一般教 育図書の

終わりか ら並んで いる にゃ)。

OPACで,所 在表 示2F図 書閲覧 室,請 求記号WY18.2111998っ て 出

てき たら,こ の部屋のWY182の 場所 の,1998年 発 行の場所を探せ ばいい

んだ にゃ。簡単だ にゃ ～。 ん?借 りたい?じ ゃ借 り方 は後か ら1階 で教 え

る にや。

⑦ おっ とこの 手動書架 のこ とを忘れ ていた にゃ。こ れが,1986年 以前発行

の雑 誌だ にゃ。 さっき,1956年 発 行のNATUREを 覗いて いた ら吾輩 の産 ま

れた 頃を思い 出した にゃ りよ。 あのときゃ,ま だ 人類 は月 にも 行っ とらんか

ったん にゃか らのう。ん?お 前 の年 はい くつだって?そ れ は秘密 にゃ りよ。

⑧ ここは,参 考 図書室だ にゃ。 ここ には,視 聴覚 資料も 置かれている。そ れ

か ら,個 席視聴覚 室,グ ル ープ視聴覚 室,医 学 資料 室があるんだ にゃ。

※参考 図書 室

参考図書と は,調 べも のをするための道具類 のことだ にゃ。一般 的な辞

典 ・事典類,統 計書,な ど。 医学 関係の参考 図書は図書閲覧室 のそれぞ れ

の分類 のところ にあるんだ にゃ。ちなみ に,一 部国試 対策用 問題集も ある

か ら使って みるこ とだ にゃ。

※視 聴 覚 資 料

ビ デ オ,CD,CD-ROM,DVD,ス ラ イ ド な ど 。NHK教 育 で 人

気 シ リ ーズ の"ER"のDVDも 人 気 だ にゃ 。

これで2階 のレポートを終わるんだ にゃ。音を立てず に歩くのは得意なのだ にゃ。

轡 曽

⑨ さっき 図書 閲覧室で見つ けた 図書を借 りるんだった にゃ。

医学図書館で は,自 動貸 出返却装置(通 称パルス君)を 使 って借 りる んだ

にゃ 。 き ち ん と 手 続 き を と ら な い と

てゲ ー ト が しま る ん だ にゃ 。

お 互 い 困 る し,出 口で 「 ピ ー!!」 っ
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※ 自動貸 出返却装置

借 りる時 は,学 生証 をカ ードポケ ット に読み込ま せて,借 りた い図書 の

バ ーコー ドを読 み込ませ る。そ の後,学 生証 を抜 けば返却期 限 の書かれ た

紙が 出力されるんだ にゃ。

返す 時 は,同 じよ う に学 生証をポケ ッ トに入れ,図 書 のバ ーコ ードを 読

み込 ませ る。学生 証を抜 いて,図 書を 返却ポス ト に入 れる。 これ で終わ り

だ にや。

でも,視 聴 覚資料や,製 本雑 誌な どはこ の装置 では手続 きがで きない か

らカウンターで手続きを とるんだ にゃ一。

※ 借 りることができる冊数,期 間

1人5冊 までで,図 書,製 本雑誌 は1週 間。新着雑誌 は1夜 貸 出できる。

期限を守らないと,遅 れた 日数分だけ借りられなくなるから要注意だにゃ;・

さ,後 は,あ そ こ にい る 図書 館 員Sさ ん に気 づか れ な い よ う に抜 き 足,差 し足 ・・

⑩ お一一っと,カ ウンター には学生Fく んと図書館員Sさ んが何や らパソ コン

見なが らうなずいてる にゃ一。

どうや ら医学 図書館ホームページの利用 についての話だ にゃ。

そうそ う,吾 輩 の 聞き 耳情報 によれ ば,医 学図書館 ホーム ページ から,電

子ジ ャーナル や ら,情 報検 索や ら,複 写 申込や ら,い ろんな こと ができる そ

うだ にや。

※電子ジャーナル

イ ンタ ーネ ットを経 由し て閲覧で きる雑誌 。 医学系を 中心 に約3200

タイ トルの電子ジャーナルを閲覧できるんだ にゃ。

※情 報 検 索

読 み た い 論 文 が ど の 雑 誌 に 掲 載 さ れ て い る の か な ど を 調 べ る と き にデ ー

タ ベ ー ス を 利 用 す る ん だ にゃ 。

PubMed・ 医 中誌Web・CINAHL・EBMR・UpToDate・JCRな ど

※複写 申込

読 みたい論 文の掲載 され ている雑誌 が 医学図書館 にな いときも あき らめ

るこ と はない。 図書館 は世界 の図書館 とつな がって いるん だ にゃ。 図書館

に 申し込 めばそ の雑 誌 を持って いる 図書館 に複 写 申込を しても らえる。 お

金 はかか るけ どにゃ。例 え ば1枚35円+郵 送料っ てとこ だ にゃ。 と にか

く,ま ず はホーム ページ か ら複 写 申込 をする ため の手続き をカウ ンタ ーで

取るんだ にゃ。

轡 曽
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皆 の衆,吾 輩 の医学 図書館潜入 レポ ートはいか がだったか にゃ?

医学図書館 は見掛 けは小 さな建 物だが,情 報ネッ トワークでつな がって いる

か ら,で きること はこれ以外 にも いろいろあるんだ にゃ。 まず はカウンタ ーの

図書館員 に尋ねるこ とだ にゃ。 それじゃ,皆 の衆 の充実した図書館ライフ を祈

っ て!に ゃ ～～～～～～ん!!

だけど,吾 輩 は,も う 図書館 には入らない にゃ。 吾輩 は調べも の が大好き な

ん じゃ が,ど うしても 図書館員Sさ んが苦手で にゃ あ。 ありゃ怖い にゃあ。 後

は皆さん の突撃 レポ ートを楽 しみに待ってる にゃん。

鱒

こんな 医学 図書館 で,私 たちスタ ッフが皆 さんの利用 をお手伝 い します。

気軽 に声 をか けて下 さい。待 っています。

M.KIMURA

L一 引

丁.YASUNO

㊥
丁.KUBO

の
H.TOGHIKAWA

㊧
M.SHIMIZU

趨
M.YA～1ADA

轡
ー

'

G.SHIMIZU
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医学図書館MAP
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図書を借りることができるのは

Y
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W

W

雑誌も合わせて1人5冊 まで、

期間は1週 間です。

禁帯出ラベルがはってあるもの
は借りられまぜん。
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